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 冷暖房の適切な温度管

理，見ていないテレビは

消すなどの省エネ生活

（はこだてエコライフ）

を実践しましょう。 

 クールビズやウォーム

ビズの実施，環境マネジ

メントシステムの取得

など，環境にやさしい事

業活動を行いましょう。 

 家電などを買換えると

きは，省エネルギー性能

の高い製品を選びまし

ょう。 

 省エネルギー性能の高

い設備，機器や再生可能

エネルギーなどの導入

に努め，事業所の省エネ

ルギー化を進めましょ

う。 

 LED 照明や高効率給湯

器，高断熱化，太陽光発

電，蓄電池などの導入に

努め，住宅の省エネルギ

ー化を進めましょう。 

 フロン類使用製品を廃

棄するときは，適正処理

に努め，ノンフロン製

品・設備を選びましょ

う。 

 徒歩や公共交通機関に

より日常生活を送るこ

とのできる街なかでの

居住を検討するなど，コ

ンパクトなまちづくり

に協力しましょう。 

 
中心市街地や路面電車

沿線などにおける土地

や建物などの既存スト

ックの有効活用に努め

ましょう。 

 

植樹や花壇づくりなど

の緑化活動に努めまし

ょう。 

 

敷地内などの緑化に努

めるほか，市民の緑化活

動を支援しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第  章  ４ 市民や事業者に求められる主な取組 

 
市民に求められる取組 

 
事業者に求められる取組 

出典：環境省 「2100 年未来の天気予報」 

環境省では，地球温暖化防止の国民運動「COOL CHOICE」の一

環として，動画「2100 年未来の天気予報」を公開しています。 

右図は，十分な地球温暖化対策を行わなかった場合の 2100 年夏

の予測で，気温上昇を抑えるために，世界全体で迅速かつ革新的な

対策が求められています。 

今後においては，十分な対策を実施したうえで，それでも避けら

れない気温上昇と様々な影響に，適応していく必要があります。 

 

めざす環境像の実現のために，５つの基本目標に基づき，市民や事業者のみなさんに自主的かつ

積極的に環境に配慮した取組を行っていただくとともに，行政が行う取組にも協力することが求め

られます。 

コラム 2100 年未来の天気予報 

１ 地球環境の保全 

https://season-calendar.com/wp-content/uploads/2500/10/0610romendensha.png


31 

 

 
 
 
 
 
 
 

使い捨て商品や過剰包装

の商品など，ごみとなる

ものの購入を控えましょ

う。 

 

排出される廃棄物の減量

化に積極的に取り組みま

しょう。 

 

生ごみの堆肥化や水切り

などにより，ごみの減量

化に努めましょう。 

 

リユースの取組に協力し

ましょう。 

 

再使用や修理ができるよ

うな製品を購入しましょ

う。 

 

再利用可能な製品や包装

の少ない製品，エコマー

ク商品などの製造・販売

に努めましょう。 

 

集団資源回収や古着など

の回収に協力しましょ

う。 

 

リサイクルに積極的に取

り組みましょう。 

 
食材の使い切りや食べき

り，30・10 運動などによ

り，食品ロスを減らしま

しょう。 

 
食べきりメニューの設定

や 30・10 運動に協力す

るなど，食品ロスの削減

に取り組みましょう。 

 

ごみの適正な分別や出し

方のマナーを守りましょ

う。 

 
廃棄物の適正な分別，保

管，運搬，処理の徹底に

努めましょう。 

 
マイバッグやマイボトル

の持参などによる使い捨

てプラスチックの使用削

減に努めるほか，清掃活

動へ参加しましょう。 

 

使い捨てプラスチック製

品の使用削減に努めるほ

か，清掃活動へ参加しま

しょう。 

 
市民に求められる取組 

 
事業者に求められる取組 

30・10 運動実施中 

２ 循環型社会の形成 
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 希少な野生動植物をむや

みに捕らないようにしま

しょう。外来種とその問

題について知り，正しい

知識を身につけましょ

う。 

 

動植物が生息，生育する

自然環境に配慮した事業

活動や土地利用を行いま

しょう。 

 
ペットを大切にし，最後

まで責任を持って飼いま

しょう。（終生飼養） 

 ペットショップなどは飼

い主へ外来種の適正な管

理と最後まで責任を持っ

て飼うよう呼びかけまし

ょう。 

 

公園や緑地，水辺などを

訪れ，積極的に自然とふ

れあいましょう。 

 
地域特性に配慮した町並

みづくりに協力するほ

か，環境に配慮した夜景

の創造に努めましょう。 

 
ごみは持ち帰り，ごみの

ポイ捨てはしないほか，

積極的に清掃活動に参加

しましょう。 

 
町の景観に配慮した事業

活動を行うほか，積極的

に清掃活動に参加しまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
市民に求められる取組 

 
事業者に求められる取組 

 

生物多様性の大切さについて コラム 

遺伝子の多様性 
同じ種類の生き物でも様々
な個性があること（形，模
様，生態など） 

種の多様性 
様々な種類の生き物が生
息・生育していること（動
物，植物，菌類など） 

生態系の多様性 

様々な種類の自然環境があ
ること（森林，草原，河川，
池，沼など） 

基盤 
サービス 

大気・水・栄養 

などの循環 

調整 
サービス 

気候の安定， 
洪水の調整， 
土地の保全 

供給 
サービス 

食料や 

原材料の生産 

文化的 
サービス 

風土，文化， 
芸術， 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

生物多様性は，生き物の豊かな個性と生き物同

士のつながりをいい，豊かな自然環境を守るうえ 

で，大切な考え方で，私たちの暮らしは様々な自然

の恵み（生態系サービス）に支えられています。 

生態系 
サービス 

生物多様性を守るための５つのアクション 

たべよう  ふれよう つたえよう 

 

まもろう えらぼう 
地元でとれたもの
を食べ，旬のもの
を味わいます。 

自然の中へ出かけた
り，動物園や水族館，植
物園などを訪ね，自然
や生き物にふれます。 

自然の素晴らしさや 
季節の移ろいを感じ
て，写真や絵，文章
などで伝えます。 

生き物や自然，人や
文化との「つながり」
を守るため，地域の
活動に参加します。 

エコマークなど
が付いた環境に
やさしい商品を
選んで買います。 

 ３ 自然との共生社会の実現 
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徒歩，自転車，公共交通

機関での移動に努めまし

ょう。 

 

自動車の適正な使用管理

に努め，自動車の利用を

減らすとともに公共交通

機関の利用に努めましょ

う。 

 

エコドライブを心がけま

しょう。 

 

エコドライブを励行しま

しょう。 

 

水洗化の普及に協力する

とともに合併処理浄化槽

の設置，適正管理を進め

ましょう。  

 
大気汚染や水質汚濁に関

する法令を遵守しましょ

う。 

 

食器の油汚れは拭き取る

など，生活排水による水

の汚れを防ぎましょう。 

 

騒音や振動に関する法令

を遵守するとともに，近

隣への配慮に努めましょ

う。 

 

テレビや音楽の音量など

は近隣へ配慮しましょ

う。 

 

悪臭に関する法令を遵守

するとともに，近隣への

配慮に努めましょう。 

 

化学物質についての正し

い知識を身につけるよう

努めましょう。 

 

化学物質の適正な使用・

管理を徹底しましょう。 

 
市民に求められる取組 

 
事業者に求められる取組 

４ 生活環境の保全 
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環境問題に関心を持ち，

環境にやさしいライフス

タイルを実践しましょ

う。 

 

環境問題に関心を持ち，

環境にやさしい事業活動

を行いましょう。 

 

環境関連イベントや環境

について考える場などに

積極的に参加しましょ

う。 

 
環境関連イベントや環境

について考える場などに

積極的に参加しましょ

う。 

 

地域で実施される環境保

全活動に積極的に参加し

ましょう。 

 

地域で実施される環境保

全活動に積極的に参加し

ましょう。 

 
市民に求められる取組 

 
事業者に求められる取組 

環境にやさしいライフスタイルについて コラム 

私たちの暮らしは，自然の恵み（生態系サービ

ス）によって支えられています。私たちの価値観や

ライフスタイル・ワークスタイルの在り方は，消費

行動やエネルギー・資源の利用等を通じて，地球環 

境に大きな影響を及ぼしており，市民一人ひとり

が自然の恵みを意識して，自分のこととして捉え，

暮らしを通じて，環境にやさしいライフスタイル

への転換を図る必要があります。 

・ ポイ捨てはせず，ごみは
持ち帰っている 

・ 油や食べかす等を排水溝
に流さないようにしている 

・ 食材や日用品は無駄なく
使い切るようにし，ごみを
減らしている 

・ 隣や近所への騒音防止に
心がけている 

・ 地域の食材や旬の食材を
選ぶようにしている 

・ 使い捨てプラスチック製
品（レジ袋，ストロー等）
の使用を控えている 

・ 運転の際は，不要なアイ
ドリングの停止やふんわり
アクセルを心がけている 

・ 自宅やその周辺で花や緑
を育てている 

・ 徒歩や自転車，公共交通
機関を利用し，車の利用は
控えている 

・ 自然とふれあったり，生
物の生息場所を大切にし
ている 

・ エコマーク製品や省エネ
製品等の環境に優しい製
品の購入を心がけている 

・ 地域における環境保全の
ための取組に参加している 

環境を良くするために心掛けていることの割合（％） 

資料：函館市の環境に関する市民アンケート調査（平成 30 年度） 
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